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コ
ラ
ム

石部棚田　キャンドルナイトイベント（静岡県松
まつ

崎
ざき

町
ちょう

）

石
いし

部
ぶ

棚田は伊豆半島の西海岸に位
置し、標高120～250 ｍに広がる
約 370 枚4.2haの田んぼは、東日
本では珍しい石積みの棚田。眼下
に駿河湾を一望でき、晴れた日には
富士山・南アルプスを望むことがで
きる。石部は昔、石火と呼ばれ火に
縁のある地区。そこに伝わる故事に
ちなみ、棚田の畦にろうそくを点灯
し幻想的な景色を再現する。

写真キャプション

先
日
、
東
京
都
立
駒
込
病
院
脳
外
科
の
篠
浦
伸
禎

医
師
の
話
を
聴
く
機
会
を
得
た
。
意
識
の
あ
る
状
態

で
、
患
者
の
神
経
症
状
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
脳
腫

瘍
な
ど
の
手
術
を
行
う
覚
醒
下
手
術
の
権
威
で
あ

る
。麻
痺
が
残
ら
ず
脳
機
能
を
温
存
で
き
る
と
い
う
。

篠
浦
医
師
に
よ
れ
ば
、
右
脳
と
左
脳
の
機
能
は
完

全
に
異
な
る
も
の
で
、
右
脳
は
今
あ
る
空
間
、
美
、

現
在
と
い
っ
た
目
の
前
の
全
体
性
を
感
じ
る
領
域
。

そ
れ
に
対
し
、
左
脳
は
言
語
・
論
理
・
時
間
の
流
れ

な
ど
、
物
事
に
名
前
を
付
け
、
区
分
し
な
が
ら
認
知

す
る
領
域
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
昨
今
の
日
本
の
教

育
は
左
脳
強
化
に
偏
重
し
て
い
る
が
、
元
来
、
日
本

人
は
右
脳
型
で
、
自
然
と
の
調
和
や
、
自
然
災
害
な

ど
目
の
前
の
現
実
に
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
に
長
け

て
い
る
と
い
う
。
無
論
、
左
脳
と
右
脳
に
は
そ
れ
ぞ

れ
特
性
が
あ
り
、
ど
ち
ら
が
良
い
悪
い
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。
状
況
に
応
じ
て
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
働
く

こ
と
が
大
切
だ
そ
う
だ
。

で
は
、
自
治
体
が
地
域
振
興
を
推
進
し
よ
う
と
す

る
と
き
、
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
の
認
知
を
用
い
て
い
る

だ
ろ
う
。
各
地
の
地
域
振
興
策
を
紐
解
く
と
、
人
口

減
少
を
抑
制
し
た
り
、
関
係
人
口
創
出
に
成
果
を
上

げ
て
い
る
地
域
で
は
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
極
め
て

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
至
っ
た
。

行
政
は
丁
寧
に
地
域
の
現
状
・
課
題
を
把
握
し
、

解
決
に
向
け
た
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。
左
脳
型
で

あ
る
。
他
方
で
、首
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
、

住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
理
念

や
10
年
後
、20
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、そ
の
ゴ
ー

ル
を
イ
ラ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ン
等
で
共
有
、共
創
す
る
。

こ
れ
は
右
脳
型
で
あ
る
。
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
共

感
か
ら
地
域
に
人
は
集
い
、
統
計
デ
ー
タ
等
に
基
づ

く
戦
略
は
、
そ
れ
ら
を
下
支
え
す
る
。

2
0
1
5
年
以
来
、
地
方
創
生
が
謳
わ
れ
、
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
や
総
合
戦
略
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
自
治

体
で
は
、
地
区
ご
と
に
人
口
推
計
を
行
い
、
そ
こ
か

ら
地
域
の
将
来
を
予
測
し
、
生
じ
う
る
課
題
に
対
す

る
対
策
を
立
て
る
べ
く
、
総
合
戦
略
を
策
定
し
て
い

る
。
だ
が
、
左
脳
偏
重
に
よ
る
分
析
型
・
課
題
対
応

型
の
戦
略
を
立
て
る
だ
け
で
は
、
将
来
ど
の
よ
う
な

地
域
が
在
る
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
10
年
、
20
年
先
の
姿
を
描
き
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン

や
理
念
に
共
感
し
、
思
い
を
共
有
す
る
と
こ
ろ
に
、

創
造
の
タ
ネ
が
あ
り
、
今
日
の
取
組
み
に
対
す
る
動

機
が
存
在
し
て
い
る
。

時
間
を
か
け
て
論
理
的
な
説
明
と
説
得
を
繰
り
返

し
て
も
、
人
の
心
が
動
く
の
は
一
瞬
で
あ
る
。
そ
の

一
瞬
を
捉
え
る
の
は
、
論
理
で
は
な
く
、
共
感
の
風

を
運
ん
で
く
る
全
体
性
を
も
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
人
の
心
を
つ
か
む
こ
と
の
で
き
る
一

瞬
の
風
。
そ
れ
を
吹
か
せ
る
こ
と
の
で
き
る
共
感
力

の
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン
に
創
造
の
タ
ネ
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
の
共
創
・
共
有
の
場
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
に
、
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
。

東
洋
大
学
国
際
学
部
国
際
地
域
学
科
教
授

沼ぬ
ま

尾お

　
波な

み

子こ

地
域
づ
く
り
の
戦
略
と
ビ
ジ
ョ
ン

地
域
に
お
け
る
就
職
氷
河
期
世
代
へ
の
支
援
の
取
組
推
進
に
つ
い
て 

　

～
氷
河
期
交
付
金
の
事
業
募
集
（
令
和
3
年
度
2
次
）
～
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑵

み
ん
な
が
“
愛
と
誇
り
”
を
実
感
で
き
る
む
ら 

　

～
日
本
で
最
も
小
さ
く
か
わ
い
い
漁
村
の
挑
戦
～
＝
青
森
県
佐
井
村
�
�
�
�
�
�
�
�
⑹

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑽

国
政
情
報
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑾

ふ
る
さ
と
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
高
知
県
町
村
会
長
・
日
高
村
長　

戸
梶　

眞
幸
�
⑿

政�

策

フ
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ー
ラ
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１１
　
は
じ
め
に

　
は
じ
め
に

バ
ブ
ル
景
気
の
崩
壊
以
降
、
企
業
が
新

卒
採
用
を
抑
え
た
時
期
に
就
職
活
動
を

行
っ
た
、い
わ
ゆ
る
就
職
氷
河
期
世
代
は
、

希
望
す
る
就
職
が
で
き
ず
、
不
本
意
な
が

ら
不
安
定
な
仕
事
に
就
い
て
い
る
方
、
無

業
の
方
、
あ
る
い
は
ひ
き
こ
も
り
が
ち
に

な
っ
て
い
る
方
な
ど
、
配
慮
す
べ
き
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
る
方
が
多
く
含
ま
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
個
々
人
や
そ
の
家
族
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
我
が
国
の
将
来
に

関
わ
る
重
要
な
課
題
と
し
て
社
会
全
体
で

受
け
止
め
る
べ
き
も
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
、
よ
り
一
層
困
難
な

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
就
職
氷
河
期
世
代

の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
た
め
、
現
在
、
政

府
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
就

職
氷
河
期
世
代
の
方
々
が
生
活
基
盤
を
置

く
地
域
の
実
情
は
多
様
で
あ
り
、
地
域
の

実
情
に
即
し
た
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
構
築

し
、
よ
り
多
く
の
方
に
積
極
的
に
届
け
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
す
。

そ
こ
で
、
内
閣
府
で
は
地
域
に
お
け
る

就
職
氷
河
期
世
代
の
方
々
の
実
態
や
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
支
援
の
取
組
を
加
速
化
さ

せ
る
た
め
、「
地
域
就
職
氷
河
期
世
代
支

援
加
速
化
交
付
金
（
以
下
、
氷
河
期
交
付

金
と
い
う
。）」
を
活
用
し
、
地
方
自
治
体

に
よ
る
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
積
極
的
な

事
前
相
談

〇 就職氷河期世代支援は、地方公共団体において、当該地域における就職氷河期世代の方々の実態やニーズを踏まえ、地域の経

済団体、就労、福祉等の関係機関、当事者団体や支援団体等と連携しながら取組を進めることが重要。

〇 このため、先進的・積極的に就職氷河期世代への支援に取り組む地方公共団体等を強力に後押しするとともに、優良事例を横展開。

事業メニュー（交付金対象例）

〇〇地地域域ににおおけけるる就就職職氷氷河河期期世世代代のの実実態態調調査査、、ニニーーズズ把把握握、、効効果果

検検証証

・地域のシンクタンク等への委託 等

〇〇就就職職氷氷河河期期世世代代にに特特化化ししたた相相談談支支援援のの実実施施

・就労のみならず生活・健康・社会参加等について相談を受け、関係機関に

つなぐための相談窓口の開設 等

〇〇多多様様なな働働きき方方やや社社会会参参加加のの場場のの創創出出

・ひきこもりがちの方に対する居場所の整備・提供

・就職氷河期世代への支援を強化する認定就労訓練事業所への支援

・長期無業者が親と一緒に働く機会の提供（いわゆる「親子ペア就業」） 等

〇〇地地域域のの創創意意工工夫夫をを活活かかししたた就就職職説説明明会会のの開開催催 等等

〇〇社社会会参参加加やや就就労労にに向向けけたた活活動動ののネネッッククととななるる経経済済的的負負担担のの軽軽減減

・広域移動時の交通費の支給

・就労を前提とした奨学金の返還支援 等

〇〇他他のの国国庫庫補補助助金金等等のの対対象象ととななっってていいるる事事業業のの充充実実・・強強化化 等等

・補助対象人数を超えた相談員の配置

・補助対象回数を超えた支援人材養成研修の開催

・地方公共団体等独自の事業について、就職氷河期世代支援のための拡充

事業概要

国国

都都道道府府県県、、 指指定定都都市市

市市町町村村

プラットフォーム
計画・交付金計
画提出

交付

支支援援団団体体、、企企業業等等

就
職
氷
河
期
世
代
へ
の
支
援

3/4補助

支

援

事

業

実施

実施

実施

事業スキーム

事業の
とりまとめ
（市町村事業は
都道府県におい
てとりまとめ）

事業毎に、重要業績評価指標（KPI）を設定し、その達成状
況を事業年度ごとに効果検証、計画期間終了後に事後評価

プラットフォーム

地域就職氷河期世代支援加速化交付金図
１

地域における就職氷河期世代への地域における就職氷河期世代への
支援の取組推進について支援の取組推進について

～氷河期交付金の事業募集（令和3年度２次）～～氷河期交付金の事業募集（令和3年度２次）～
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取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、

氷
河
期
交
付
金
の
概
要
、
氷
河
期
交
付
金

を
活
用
し
た
支
援
策
に
つ
い
て
紹
介
し
、

令
和
３
年
度
２
次
募
集
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。２２

　
氷
河
期
交
付
金
と
は

　
氷
河
期
交
付
金
と
は

地
域
の
実
情
に
即
し
た
就
職
氷
河
期
世

代
支
援
を
進
め
る
た
め
に
は
、
地
方
公
共

団
体
、
地
域
の
経
済
団
体
、
就
労
、
福
祉

等
の
関
係
機
関
、
当
事
者
団
体
等
の
連
携
・

協
働
が
重
要
で
す
。
氷
河
期
交
付
金
は
、

就
職
氷
河
期
世
代
を
支
援
す
る
地
方
公
共

団
体
等
の
取
組
を
後
押
し
す
る
と
と
も

に
、
優
良
事
例
を
横
展
開
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
制
度
で
、
国
で
は

手
の
届
き
に
く
か
っ
た
ニ
ー
ズ
等
に
も
対

応
し
う
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

氷
河
期
交
付
金
は
、
令
和
２
年
度
事
業

と
し
て
72
自
治
体
の
１
０
０
事
業
、
令
和

３
年
度
に
実
施
す
る
事
業
と
し
て
96
自

治
体
の
１
３
１
事
業
を
交
付
決
定
し
て

い
ま
す
。

こ
の
大
半
は
不
安
定
就
労
者
の
正
規
雇

用
化
を
目
指
す
事
業
で
あ
り
、
ひ
き
こ
も

り
が
ち
な
方
の
社
会
参
加
等
を
主
た
る
内

容
と
す
る
も
の
は
15
事
業
に
止
ま
っ
て
い

ま
す
が
、「
ひ
き
こ
も
り
支
援
施
策
の
推

進
に
つ
い
て
」（
令
和
２
年
10
月
27
日
厚

生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
地
域
福
祉
課
長

通
知
）
※1
も
踏
ま
え
、
市
区
町
村
に
お
け

る
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
ぜ
ひ
氷

河
期
交
付
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※1�

同
通
知
で
は
、
全
て
の
市
区
町
村
に
お

い
て
、
①
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
の
明

確
化
・
周
知
、
②
支
援
対
象
者
の
実
態

や
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
③
市
町
村
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
設
置
・
運
営
に
つ
い
て
、

原
則
、
令
和
３
年
度
末
ま
で
に
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
事
業
メ
ニ
ュ
ー

・�

就
職
氷
河
期
世
代
の
実
態
調
査
、
ニ
ー

ズ
把
握
、
効
果
検
証

・�
就
職
氷
河
期
世
代
に
特
化
し
た
相
談
支

援
の
実
施

・�

多
様
な
働
き
方
や
社
会
参
加
の
場
の

創
出

・�

地
域
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
就
職
説

明
会
の
開
催　

等

・�

社
会
参
加
や
就
労
に
向
け
た
活
動
の

ネ
ッ
ク
と
な
る
経
済
的
な
負
担
の
軽
減

・�

他
の
国
庫
補
助
金
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
事
業
の
充
実
・
強
化　

等

●
補
助
率　

３
／
４
補
助

※�

令
和
３
年
度
事
業
に
お
い
て
、
地
方
負

担
額
（
事
業
費
の
１
／
４
）
に
対
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
充
て
る
こ
と
で

地
方
負
担
額
０
で
の
事
業
実
施
が
可
能

（
図
２
）

令和３年度事業において、地域就職氷河期世代支援加速化交付金事業の地方負担額（事業費の

1/4）に対し、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（以下、「コロナ臨時交付

金」という）を充てることができるようになりました。

就職氷河期世代支援に取り組む自治体における
新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金の活用

ＲＲ２２年年度度事事業業

ＲＲ３３年年度度事事業業

地地域域就就職職氷氷河河期期世世代代支支援援加加速速化化交交付付金金 ７７５５ 地地方方負負担担額額 ２２５５

ココロロナナ臨臨時時交交付付金金のの活活用用

地地域域就就職職氷氷河河期期世世代代支支援援加加速速化化交交付付金金 ７７５５
ココロロナナ臨臨時時交交付付金金

（（国国庫庫補補助助事事業業分分））
２２００

交交付付対対象象事事業業費費 １１００００

ココロロナナ臨臨時時交交付付金金
（（地地方方単単独独事事業業分分））

５５

※ コロナ臨時交付金の詳細につきましては、「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金制度要綱」及び令和３年２月２日付け
内閣府地方創生推進室事務連絡「令和２年度第３次補正予算の成立を踏まえた新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金の取扱
について」をご参照下さい。

※ コロナ臨時交付金（国庫補助事業分）の２０は、各地方公共団体に対しコロナ臨時交付金の交付限度額を算定するに当たり使用される
算定率（地方負担額×０．８）を基にしたものであり、実際の事業実施に当たっては、各地方公共団体の判断により、人口・財政力等に
基づき別途算定されるコロナ臨時交付金（地方単独事業分）の５を充当することによって、地方負担額０での事業実施が可能となる。

地地方方負負担担額額 ００

図
２
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●�

申
請
方
法　

都
道
府
県
経
由
で
申
請

●�

予
算
額　

令
和
元
年
度
補
正
予
算
及
び

令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
に
30
億

円
ず
つ
計
上

３３
　　��

氷
河
期
交
付
金
を
活
用
し

氷
河
期
交
付
金
を
活
用
し��

実
施
し
た
取
組
事
例

実
施
し
た
取
組
事
例

氷
河
期
交
付
金
で
は
、
令
和
２
年
度
事

業
と
し
て
72
自
治
体
の
１
０
０
事
業
、
令

和
３
年
度
に
実
施
す
る
事
業
と
し
て
96
自

治
体
の
１
３
１
事
業
を
交
付
決
定
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
特
徴
的
な
取
組
を
紹
介

し
ま
す
。

◇
事
例
①　

兵
庫
県
伊
丹
市

・�

交
付
金
対
象
事
業
費　

１
３
１
万
円

（
令
和
３
年
度
実
施
分
）

・�

概
要　

市
内
在
住
の
就
職
す
る
こ
と
が

困
難
な
就
職
氷
河
期
世
代
の
対
象
者
に

対
し
て
、
求
職
活
動
に
向
け
て
の
心
構

え
、
進
め
方
、
自
分
に
あ
っ
た
仕
事
の

見
つ
け
方
等
に
つ
い
て
基
礎
的
知
識
を

習
得
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
職
場
体
験
実
習
に
も
取

り
組
む
。（
図
３
）

◇
事
例
②　

三
重
県
、
岡
山
県
美
作
市

・�

交
付
金
対
象
事
業
費　

三
重
県　

約

１
、
２
２
０
万
円
、
岡
山
県
美
作
市　

１
８
０
万
円

・�

概
要　

介
護
現
場
で
の
就
労
を
希
望
す

る
就
職
氷
河
期
世
代
に
対
し
、
受
講
者

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
た
資
格
取
得

研
修
を
実
施
。（
図
４
）　

◇
事
例
③　

千
葉
県
流
山
市

・�

交
付
金
対
象
事
業
費　

４
１
７
万
円

・�

概
要　

専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
１
名
を
地
域
職
業
相
談
室
に
配
置

し
、
正
規
雇
用
を
目
指
す
就
職
氷
河
期

就職氷河期世代の対象者の個々の事情に寄り添い、「い
たみ就勝塾」と称したカリキュラムをもとに、就職決定ま
でを集中して支援する。

① セミナーの開催（10講座程度）
自己分析、業種・職種の理解、求人票の見方、
ビジネスマナー、応募書類の作成、面接対策、
職業人の話、グループワーク、パソコン講座 等

② 職場体験実習
セミナー受講者のうち、希望者を対象に、受講者の
希望に沿った形で雇用体験の場（３~５日）を設け
る。

③ 合同会社説明会及び合同就職面接会
10社程度による説明会と面接会を開催。
→ 受講者に対し、サポート体制を設け積極的に就

職に向けたアプローチを実施

就職氷河期世代就労サポート事業（いたみ就勝塾）【兵庫県伊丹市】
交付金対象事業費 1,310千円

〇伊丹市内在住の就職することが困難な就職氷河期世代の対象者に対して、再度就職にチャレンジする機会を
創出するため、求職活動に向けての心構え、進め方、自分にあった仕事の見つけ方等について基礎的知識を
習得するためのセミナーを実施するとともに、職場体験実習にも取り組むなど、具体的な就職へ結びつける
ことを目的とする事業。

事業概要

重要業績評価指標
（KPI）

事業開始前
（現時点）

令和２年度増加分
（１年目）

令和３年度増加分
（２年目）

令和４年度増加分
（３年目）

計画期間中の
増加分の累計

① 本事業における講座受講者数のうち就職氷河期世代受講者の人数 7 7 12 18 37

② 上記受講者数のうち就労した者の人数 3 4 7 12 23

③ 上記就労した者のうち正社員及び常勤職員となった者の人数 ０ 2 4 8 14

１．就労支援の強化 ①既存支援の充実

就職個別相談「就職氷河期世代コース」事業【千葉県流山市】

専門キャリアカウンセラー（心理カウンセラー有資格者）１名を流山地域職業相談室（ふるさとハローワーク）に配置
し、正規雇用を目指す就職氷河期世代（概ね３５歳～５４歳）に対して以下の支援を実施（就職までの伴走型支援）。

① 個別に相談対応（職務経歴書等の書き方や模擬面接等）

② 職業適正検査

③ パソコンスキルアップ講座

④ メンタルサポート

⑤ 就職後のフォローアップ

○氷河期世代への就労支援をしてきたが、メンタル面や就職スキルにおいて多くの課題があり、適切な支
援を行うのに難しさがあり時間を要していることから、総合的な就労支援を強化し、正規雇用に結び付
け氷河期世代の生活の安定に資する。

事業概要

重要業績評価指標
（KPI）

事業開始前
（現時点）

令和３年度増加分
（１年目）

令和４年度増加分
（２年目）

計画期間中の
増加分の累計

対象の就職率（％）
（就職者÷相談者数×１００） 0 30 30 30

対象の正規雇用率（％）
（正規雇用者÷就職者×１００） 0 30 30 30

１．就労支援の強化 ⑤市区町における取組

交付金対象事業費 4,173千円（新規）

図
３

■介護職員初任者研修を開講【専門学校が実施】
就職氷河期世代を対象に、受講料の自己負担分を軽減した介護職員初任者研修を開講。加えて、ひとり親

世帯で児童扶養手当を受給している者の多くが就職氷河期世代であることから、市が自己負担分を支援し、
既存事業として実施するひとり親世帯支援（家賃補助）との連携を図ることで、さらに手厚い支援を実施。

交付金対象事業費 12,188千円（新規）

○介護現場での就労を希望する就職氷河期世代に対し、受講者の経済的負担を軽減した資格取得
研修を実施。

重要業績評価指標
（KPI）

事業開始前
（現時点）

令和３年度増加分
（１年目）

令和４年度増加分
（２年目）

計画期間中の
増加分の累計

研修受講修了者の介護事業所就職者数（人） ０ 40 40 80

介護職員初任者研修（就職氷河期世代）事業【三重県】
事業概要
■介護職員初任者研修を開講【社会福祉法人三重県社会福祉協議会が実施】
就職氷河期世代を対象とする、受講料無料、スクーリングなしの全てを通信で修了可能な介護職員初任者研

修を開講し、介護職場への就労を支援。

交付金対象事業費 1,800千円（新規）
就職氷河期世代スキルアップチャレンジ支援事業【岡山県美作市】

重要業績評価指標
（KPI）

事業開始前
（現時点）

令和３年度増加分
（１年目）

令和４年度増加分
（２年目）

計画期間中の
増加分の累計

介護員養成研修修了者（人） ０ 20 20 40
介護員養成研修を修了して就労した者

（非正規を含む） ０ 5 10 15

事業概要

介護職員初任者研修費用における受講者負担分の支援【三重県、岡山県美作市】
１．就労支援の強化 ②企業ニーズに応じた人材育成 図

４

図
５

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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世
代
に
対
し
て
、
職
務
経
歴
書
等
の
書

き
方
や
模
擬
面
接
、
職
業
適
正
検
査
、

メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
等
の
支
援
を
実

施
。（
図
５
）

◇
事
例
④　

福
岡
県
久
留
米
市

・�

交
付
金
対
象
事
業
費　

１
０
０
万
円

・�

概
要　

能
力
向
上
講
座
の
受
講
や
企
業

で
の
職
場
体
験
に
か
か
る
交
通
費
等
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
就

職
氷
河
期
世
代
の
方
々
の
講
座
受
講
や

就
業
体
験
へ
の
参
加
を
促
し
、
就
職
へ
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
。（
図
６
）

◇
事
例
⑤　

東
京
都
江
戸
川
区

・�

交
付
金
対
象
事
業
費　

１
、
１
７
０
万
円

・�

概
要　

ひ
き
こ
も
り
対
象
者
把
握
の
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
把
握
で

き
た
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
や
家
族
な
ど

を
対
象
に
し
た
個
別
相
談
等
の
支
援
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
区
内
の
ひ
き

こ
も
り
当
事
者
の
社
会
参
加
等
に
つ
な

げ
る
。（
図
７
）

※�

こ
の
ほ
か
に
も
、
特
徴
的
な
事
業
の
概

要
を
ま
と
め
た
資
料
を
内
閣
府
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

４４
　
さ
い
ご
に

　
さ
い
ご
に

令
和
３
年
度
２
次
募
集
の
事
前
相
談

を
、
４
月
よ
り
始
め
て
い
ま
す
。
氷
河
期

交
付
金
を
町
村
の
皆
さ
ま
に
も
活
用
い
た

だ
き
、
就
職
氷
河
期
世
代
へ
の
支
援
が
加

速
化
す
る
よ
う
、
内
閣
府
で
は
こ
れ
か
ら

も
最
大
限
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
秋

に
は
３
次
募
集
も
行
う
予
定
で
す
。

例
え
ば
、「
こ
う
し
た
事
業
も
対
象
に

な
る
の
か
」、「
他
の
自
治
体
が
実
施
し
て

い
る
事
業
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
な
ど
、

ご
質
問
・
ご
相
談
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
お

気
軽
に
町
村
か
ら
内
閣
府
に
直
接
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
内
閣
府
地
域
就
職

氷
河
期
世
代
支
援
加
速
化
事
業
推
進
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
。

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

�（h
ttp
s://w

w
w
5.ca

o
.g
o
.jp
/

keizai1/c_hyogaki/c_hyogaki.
htm
l

）

★�

内
閣
府
地
域
就
職
氷
河
期
世
代
支
援
加

速
化
事
業
推
進
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：�

０
３
ー
６
２
５
７
ー
３
９
６
１
、

０
３
ー
６
２
５
７
ー
３
９
５
８

Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
：�g.chiikihyougaki.z9b@

cao.go.jp

① 能力向上支援【久留米地域職業訓練センターで実施】

・久留米市が認める短期間の能力向上講座を受講する就労を目指す
就職氷河期世代の受講料を久留米市が負担。
●PC基礎講習（5日間程度）
●アーク溶接特別教育(3日間程度) など

・受講地への移動のための交通費を含めた日当を支払う。
(1日2,000円～3,000円)

② 職場体験支援【筑後若者サポートステーションで実施】

・就職氷河期世代の方の企業での多様な就業体験にかかる交通費を
含めた日当を支払う(1日2,000円～3,000円)。

就職氷河期世代支援事業【福岡県久留米市】
交付金対象事業費 1,000千円（新規）

○能力向上講座の受講や企業での職場体験にかかる交通費等の経済的負担を軽減することで、就職氷河期
世代の方々の講座受講や就業体験への参加を促し、就職へのステップアップにつなげる。

事業概要

重要業績評価指標
（KPI）

事業開始前
（現時点）

令和３年度増加分
（１年目）

令和４年度増加分
（２年目）

計画期間中の
増加分の累計

能力向上講座受講者のうち就労者数、または進路決定者数 （人） ０ 5 5 10

職場体験参加者のうち就労者数、または進路決定者数（人） 0 10 10 20

１．就労支援の強化 ⑤市区町における取組

交付金対象事業費 11,695千円（新規）

○ひきこもり対象者把握のためのアンケート調査により把握できたひきこもり当事者や家族などを対象に
した個別相談等の支援体制を構築することで、区内のひきこもり当事者の社会参加等に繋げる。

事業概要

重要業績評価指標
（KPI）

事業開始前
（現時点）

令和３年度増加分
（１年目）

令和４年度増加分
（２年目）

計画期間中の
増加分の累計

ひきこもりに係るアンケートの実施によ
る就職氷河期世代の回答数（通） 0 12,788 0 12,788

アンケート結果による就職氷河期世代へ
のアウトリーチ実施数(回） 0 21,775 0 21,775

（１）ひきこもり対象者把握のためのアンケート調査

（２）アウトリーチによるひきこもり度合いの把握

江戸川区からの調査のお願い（交付金を活用）

ひきこもり相談支援事業等（厚労省補助金を活用）

・当事者及びその家族の状況に応じた個別相談支援等

・江戸川区地域家族会と連携し、ひきこもり状態にある家族への支援

・ひきこもり講演会等の実施による啓発活動、支援促進活動（ピアサ
ポーターの育成等）

連携

連携

既存支援機関（若者きずな塾、ヤングホットワーク
江戸川、地域活動支援センター）との連携

江戸川区地域家族会、KHJひきこもり家族会連合
会との連携

一般社団法人みんなの就労センターとの連携
※登録を促し、登録後は就労先への派遣という形で雇用につなげる

連
携

交付金対象事業・対象外事業を一体的に実施し、区内のひきこもり当事者等の社会参加等に繋げる。

ひきこもり調査・相談支援事業【東京都江戸川区】
２．ひきこもり支援の強化 ②市区町における取組

図
６

図
７
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現地レポート 町村独自のまちづくり

１
．
佐
井
村
の
概
要

佐
井
村
は
、
青
森
県
下
北
半
島
の
西
側
に

位
置
し
、
津
軽
海
峡
に
沿
っ
て
南
北
を
底
辺

と
す
る
細
長
い
三
角
形
を
な
し
、
人
口
１
、

９
０
０
人
ほ
ど
の
小
さ
な
村
で
す
。地
形
は
、

概
し
て
峻
険
で
平
坦
地
が
少
な
く
、
ほ
と
ん

ど
が
山
地
と
な
っ
て
お
り
、
山
岳
が
海
岸
線

ま
で
迫
っ
て
い
て
断
崖
絶
壁
を
な
し
、
こ
う

し
た
地
理
的
環
境
は
、
海
と
山
に
囲
ま
れ

た
急
峻
な
地
勢
の
中
に
美
し
い
海
岸
美
を

形
成
し
、
四
季
の
変
化
に
富
ん
だ
自
然
環

境
を
土
台
と
し
て
、
心
や
す
ら
ぐ
景
観
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
は
、
潮
流
の

好
便
、
地
理
的
位
置
、
河
水
の
利
に
恵
ま
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
佐
井
の
港
は
、
諸

国
の
廻
船
を
集
め
て
北
前
船
の
往
来
に
よ
り

繁
栄
し
、
江
戸
・
上
方
と
蝦
夷
地
を
結
ぶ
海

の
交
易
・
流
通
の
要
所
で
あ
り
、
佐
井
の
湊

か
ら
積
み
出
さ
れ
た
も
の
は
、ヒ
バ
材
と
鮑
・

昆
布
・
鰯
な
ど
の
海
産
物
で
、
こ
れ
ら
の
交

易
に
よ
り
多
く
の
上
方
文
化
が
本
村
に
も
た

ら
さ
れ
今
な
お
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

本
村
を
代
表
す
る
観
光
資
源
に
、
国
指
定

の
名
勝
及
び
天
然
記
念
物
「
仏
ヶ
浦
」
が

あ
り
、
津
軽
海
峡
に
沿
い
、
お
よ
そ
２
㎞
に

わ
た
っ
て
天
空
を
突
く
よ
う
に
広
が
る
奇
岩

怪
石
群
は
、
見
る
人
を
幻
想
の
世
界
へ
と
い

▲

仏
ヶ
浦

▲福浦の歌舞伎

現地レポート 町村独自のまちづくり

青森県

佐井村

2021年（令和 3年） 5月17日　6

み
ん
な
が
“
愛
と
誇
り
”
を
実
感
で
き
る
む
ら

み
ん
な
が
“
愛
と
誇
り
”
を
実
感
で
き
る
む
ら

～
日
本
で
最
も
小
さ
く
か
わ
い
い
漁
村
の
挑
戦
～

～
日
本
で
最
も
小
さ
く
か
わ
い
い
漁
村
の
挑
戦
～

佐さ

井い

村む
ら

青
森
県
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現地レポート 町村独自のまちづくりざ
な
い
、
厳
し
い
自
然
に
刻
ま
れ
た
白
緑
色

の
凝
灰
岩
は
仏
の
姿
に
も
似
て
お
り
、
思
わ

ず
手
を
合
わ
せ
た
く
な
る
よ
う
な
雰
囲
気
を

漂
わ
せ
、
年
間
十
数
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

ま
す
。

2
．
基
幹
産
業
が
消
滅
す
る
!?

全
国
的
に
も
漁
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳

し
く
、
漁
業
就
業
者
は
年
々
減
少
を
続
け
て

お
り
、
漁
業
後
継
者
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
村
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な

く
、
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
従
事
者
の

平
均
年
齢
も
60
歳
を
超
え
、
一
部
の
集
落
を

除
い
て
は
、
後
継
者
が
い
な
く
、
十
数
年
先

の
産
業
と
し
て
の
存
続
が
危
惧
さ
れ
る
状
況

に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
協
の
組
合
員
の

数
も
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
昭
和
50（
１
９
７
５
）

年
の
４
８
６
人
か
ら
直
近
で
は
２
０
０
人
を

下
回
り
、
そ
れ
に
比
例
す
る
よ
う
に
水
揚
げ

高
も
平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
の
約
12
億
円

か
ら
５
億
円
前
後
に
半
減
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
が
続
く
中
、
漁
業
従
事
者
も

漁
師
は
自
分
の
代
で
終
わ
り
、
無
理
に
子
ど

も
に
継
が
せ
な
い
と
い
う
風
潮
が
漂
い
、
負

の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
も

そ
も
漁
業
は
観
光
と
同
じ
よ
う
に
非
常
に
裾

野
の
広
い
産
業
で
あ
り
、
他
の
産
業
へ
の
波

及
効
果
や
漁
業
に
関
わ
る
人
の
幅
な
ど
が
広

く
、
昔
か
ら
浜
の
賑
わ
い
は
地
域
経
済
の
活

気
を
図
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
漁
業
が
こ
の
先
も
村
の
基

幹
産
業
と
し
て
存
続
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
村
の
死
活
問
題
で
し
た
。

 ３
．�

漁
業
自
立
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
に
策
定
し

た
佐
井
村
第
４
次
長
期
総
合
計
画
に
重
点
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、そ
の
一
つ
に“
漁

業
に
よ
る
定
住
社
会
の
復
活
”
を
目
標
と
し

て
、
漁
業
に
関
わ
る
人
・
物
・
知
恵
を
含
め

た
す
べ
て
の
資
源
や
力
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
幅
広
い
連
携
と
協
働
に
よ
っ
て
、
継
続

的
・
安
定
的
な
収
入
を
得
る
こ
と
の
で
き
る

漁
業
の
再
構
築
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
定
し
た
「
漁
業
自
立
振
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ

の
施
策
が
「
漁
師
縁
組
事
業
」
で
し
た
。

４
．
多
様
な
業
種
と
の
連
携

漁
業
自
立
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
と
の
連
携

を
模
索
し
、事
業
展
開
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
他
産
地
の
鮮
魚
と
の
差
別
化
を
狙

い
、
当
時
と
し
て
は
、
さ
ほ
ど
普
及
し
て
い

な
か
っ
た
鮮
魚
の
高
鮮
度
処
理
技
法
の
一
つ

で
あ
る
“
活
〆
神
経
抜
き
技
法
”
を
導
入
し
、

流
通
面
に
お
け
る
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服

し
、
国
内
で
は
首
都
圏
や
関
西
圏
を
中
心
と

し
て
、
遠
く
は
沖
縄
、
さ
ら
に
は
、
海
外
で

は
グ
ア
ム
ま
で
佐
井
村
産
鮮
魚
の
出
荷
を
広

げ
、
佐
井
村
の
認
知
度
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
の
経
験
に
よ
り

培
わ
れ
た
知
識
や
技
術
に
学
術
的
な
知
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
地
球
環
境

の
変
化
に
対
応
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
す

る
た
め
、
国
立
大
学
法
人
長
崎
大
学
水
産
学

部
と
の
連
携
事
業
、
民
間
資
本
金
１
億
円
を

活
用
し
た
漁
業
の
協
業
化
事
業
に
よ
る
合
同

会
社
３
社
設
立
も
成
果
の
一
つ
で
す
。
そ
う

し
た
取
組
の
中
で
、
あ
と
は
い
か
に
し
て
漁

業
の
担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
か
、
そ
の
課

題
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
し
た
。

５
．
漁
師
縁
組
事
業
の
誕
生

佐
井
村
漁
師
縁
組
事
業
は
、
前
述
４
．
の

こ
う
し
た
背
景
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で

す
。
以
前
か
ら
、
後
継
者
が
い
な
い
と
叫
ば

れ
、
そ
の
後
継
者
と
は
、
地
元
の
人
を
想
定

▲漁の風景

▲漁の風景

▲長崎大学水産学部現地調査

▲

神
経
〆
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し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
漁
業
は
非
常
に

閉
鎖
的
な
産
業
で
あ
り
、
漁
師
に
な
る
た
め

に
は
漁
協
の
組
合
員
資
格
を
取
得
す
る
必
要

が
あ
り
、
当
村
に
限
ら
ず
、
全
国
的
に
“
よ

そ
者
”
が
組
合
員
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
に

強
い
抵
抗
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
自
分
た
ち
が
占
用
し
て
い
る
漁

業
権
と
い
う
権
利
を
“
よ
そ
者
”
に
も
与
え

る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
水
揚
げ
、
す
な
わ

ち
、
所
得
が
減
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
潜

在
的
な
意
識
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら

で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
漁
師
縁
組

事
業
は
、
地
元
の
後
継
者
の
い
な
い
漁
業
者

の
下
へ
“
養
子
縁
組
”
の
よ
う
な
形
で
従
事

者
と
し
て
就
労
さ
せ
、
そ
の
指
導
の
下
に
ゆ

く
ゆ
く
は
後
継
者
と
し
て
跡
を
継
が
せ
る
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
で
事
業
の
仕
組
み
づ
く
り
を

行
い
ま
し
た
。“
漁
師
縁
組
”
と
い
う
ネ
ー

ミ
ン
グ
は
、
単
に
“
養
子
縁
組
”
を
掛
け
て

名
付
け
た
ダ
ジ
ャ
レ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

６
．
新
規
就
業
者
の
募
集

事
業
の
構
想
を
抱
き
、
村
の
計
画
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
た
の
は
、
平
成
24
（
２
０
１

２
）
年
３
月
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
募
集

に
至
っ
た
の
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年

２
月
で
あ
り
、
約
４
年
間
の
空
白
が
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、
前
述
し
た
“
よ
そ
者
”

が
組
合
員
と
な
る
こ
と
へ
の
地
元
の
漁
業
者

や
漁
協
と
の
協
議
に
要
し
た
期
間
で
し
た
。

“
よ
そ
者
”
が
組
合
員
に
な
る
こ
と
は
、
決

し
て
今
の
漁
業
者
の
所
得
を
脅
か
す
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
従
事
者
が
減

る
こ
と
で
一
人
あ
た
り
の
水
揚
げ
額
が
増
え

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
漁
協
全
体
の
水
揚
げ

額
が
減
少
し
て
漁
協
経
営
を
圧
迫
し
、
結
果

と
し
て
組
合
員
の
負
担
が
増
え
る
と
い
う
こ

と
、
本
村
の
漁
業
を
こ
の
先
も
村
の
基
幹
産

業
と
し
て
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
の
担

い
手
の
一
部
を
外
部
に
求
め
る
こ
と
も
選
択

の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
デ
ー
タ
な
ど

を
用
い
て
説
明
し
、
最
後
は
漁
協
に
お
け
る

手
続
き
を
経
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、
最
初
の
募
集
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

７
．
新
規
就
業
者
の
受
入
れ

平
成
28
年
２
月
に
募
集
を
開
始
し
、
翌
年

３
月
か
ら
今
日
ま
で
５
名
の
方
が
こ
の
制
度

を
活
用
し
て
、本
村
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

５
名
は
す
べ
て
県
外
の
方
で
年
齢
も
10
代
か

ら
40
代
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
、
現
在
、
こ
の
う

ち
、
３
名
が
定
住
し
て
い
ま
す
。
今
春
で
就

業
５
年
目
に
入
り
、
昨
年
１
月
に
は
自
ら
漁

業
権
を
行
使
で
き
る
組
合
員
の
資
格
を
取
得

し
、
自
立
し
た
漁
家
経
営
を
目
指
し
て
指
導

者
の
下
で
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。

８
．
活
動
内
容

漁
師
縁
組
事
業
に
採
用
さ
れ
た
新
規
就
業

者
は
制
度
上
、「
漁
業
支
援
員
」
と
位
置
付

け
ら
れ
、
村
が
最
長
５
年
間
生
活
費
の
支
援

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
業
支

援
員
は
、漁
業
技
術
指
導
者
と
し
て
登
録
し
、

村
内
の
漁
業
を
営
む
法
人
や
団
体
に
預
け
ら

れ
、
５
年
間
指
導
を
受
け
な
が
ら
独
立
を
目

指
し
ま
す
。
こ
の
指
導
者
は
、
前
述
４
．
で

述
べ
た
協
業
化
事
業
に
よ
り
誕
生
し
た
合
同

会
社
も
技
術
指
導
者
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

９
．
こ
れ
か
ら

新
規
就
業
者
の
採
用
の
過
程
に
お
い
て
、

▲

募
集
チ
ラ
シ

▲

活
動
内
容

▲活動の様子

▲活動内容
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フォーラム

本
人
の
思
い
と
事
業
が
狙
い
と
す
る
所
が
一

致
せ
ず
、
面
接
で
不
採
用
に
な
っ
た
方
、
採

用
後
、
リ
タ
イ
ア
す
る
方
な
ど
、
俗
に
い
う

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
採
用
に
至
っ
た
５
名
の
う
ち
３
名
が
今

な
お
、
定
着
に
向
け
、
活
動
を
続
け
て
い
る

こ
と
は
、
本
人
の
意
思
や
努
力
、
そ
し
て
、

指
導
者
や
地
域
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。こ
の
３
名
が
、

村
の
支
援
が
終
わ
っ
た
後
も
漁
業
で
生
計
を

成
す
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
、
彼
ら
の
活

動
を
通
じ
て
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
元

か
ら
も
新
た
な
漁
業
の
担
い
手
が
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
を
当
初
か
ら
抱
い

て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
ク
リ
ア
す
べ
き

課
題
な
ど
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
先
も
村
の

基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
が
存
続
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

10
．
お
わ
り
に

佐
井
村
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
10

月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
に
加
盟
し
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活

か
し
、
真
に
自
立
し
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
む

ら
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
翌

年
、
多
く
の
住
民
の
方
が
参
加
し
、
自
分
た

ち
が
描
く
日
本
で
最
も
美
し
い
村
と
は
何

か
、
ど
の
よ
う
な
村
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
を

話
し
合
い
、
２
０
３
０
年
の
村
の
姿
を
「
日

本
で
最
も
小
さ
く
か
わ
い
い
漁
村
」
と
し
た

「
日
本
で
最
も
美
し
い
佐
井
村
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
掲
げ
、
住
民
主
体
に
よ
る
新
た

な
む
ら
づ
く
り
活
動
も
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
州
最
北
の
小
さ
な
佐
井
村
が
“
小
さ

く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
村
”
と
し
て
輝
き
続

け
、
こ
れ
か
ら
も
自
ら
の
可
能
性
を
信
じ
、

何
事
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
続
け
て
い
き
ま

す
。

佐
井
村
長　

樋
口　

秀
視

▲

美
し
い
村
連
合
ロ
ゴ

▲村全景

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用
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ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、西ブロック（中国・四国・九州・沖縄）からピックアップ。 徳島県海陽町

 愛媛県鬼北町

福岡県水巻町
特産品だけじゃない！

文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
海
部
川
風
流
マ
ラ
ソ
ン
の
P
R
の
た
め
、
第

1
回
開
催
を
き
っ
か
け
に
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
、
山
と
川
の
流
れ
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
頭
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
。
海
部
川
風
流

マ
ラ
ソ
ン
は
、
日
本
最
大
級
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
情

報
サ
イ
ト
「
ラ
ン
ネ
ッ
ト
」
に
お
い
て
、
7
年

連
続
で
1
位
を
獲
得
し
て
い
る
人
気
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
で
す
。「
ふ
る
る
ん
」
は
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、
海
部
川
風
流
マ
ラ
ソ

ン
の
P
R
だ
け
で
な
く
、
特
産
品
の
地
鶏
「
阿

波
尾
鶏
」、
観
光
名
所
の
日
本
の
滝
百
選
「
轟

の
滝
」、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
平
成
の
名
水
百

選
に
も
選
ば
れ
た
清
流
海
部
川
な
ど
、
町
の

魅
力
発
信
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
2
月
、
第
13
回
海
部
川
風
流
マ
ラ
ソ

ン
は
、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
次
回
は
通
常
通
り
の
開

催
が
叶
う
よ
う
、
全
国
か
ら
の
ラ
ン
ナ
ー
の

方
々
と
再
会
で
き
る
よ
う
、「
ふ
る
る
ん
」
は

祈
り
を
こ
め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
町
の
P
R

活
動
に
励
み
ま
す
。

　「
愛
媛
南
予
い
や
し
博
2
0
1
2
」
を
き
っ

か
け
に
、
鬼
北
町
を
全
国
に
P
R
す
る
た
め

に
誕
生
し
た
2
体
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
全
国

で
唯
一
「
鬼
」
と
い
う
文
字
の
つ
く
町
名
に
ち

な
み
、「
鬼
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
き
ほ
く
ん
」

と
町
特
産
品「
き
じ
」を
モ
チ
ー
フ
に
し
た「
き

じ
の
助
」
で
す
。
主
に
「
き
ほ
く
ん
」
は
町
の

い
い
と
こ
ろ
を
P
R
す
る
の
が
仕
事
で
、「
き

じ
の
助
」
は
町
特
産
品
「
き
じ
」
の
P
R
と
「
き

ほ
く
ん
」
の
お
世
話
を
す
る
こ
と
が
仕
事
で

す
が
、「
き
ほ
く
ん
」
の
好
物
が
「
き
じ
肉
」

の
た
め
、
い
つ
も
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
る
の
だ
と

か
。
ふ
た
り
と
も
、「
道
の
駅
森
の
三
角
ぼ
う

し
」
や
「
道
の
駅
日
吉
夢
産
地
」
に
よ
く
出

没
す
る
ほ
か
、
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
で
ち
こ

ん
か
」「
き
じ
鍋
ま
つ
り
」「
鬼
嫁
コ
ン
テ
ス
ト
」

な
ど
に
参
加
し
ま
す
。「
き
ほ
く
ん
」
も
「
き

じ
の
助
」
も
、
鬼
北
町
の
認
知
度
向
上
や
特

産
品
の
売
上
向
上
、
観
光
客
の
増
加
な
ど
の

た
め
に
、
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
水
巻
町
の
魅
力
を
広
め
る
べ
く
、
町
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
な
っ
て
い
る
「
水
と
緑

の
夢
絵
巻
」
の
世
界
か
ら
2
0
1
8
年
に
誕

生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル

は
、
町
特
産
品
「
水
巻
の
で
か
に
ん
に
く
」。

か
わ
い
ら
し
さ
の
中
に
気
品
を
感
じ
さ
せ
る

紫
色
の
装
束
に
は
、
町
の
花
「
コ
ス
モ
ス
」
の

家
紋
が
入
っ
て
い
て
、
町
の
木
「
イ
チ
ョ
ウ
」

の
葉
に
見
立
て
た
扇
子
を
持
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
4
月
に
は
「
み
ず
ま
ろ
体
操
」
を
完
成
さ
せ
、

普
及
の
た
め
の
動
画
を
公
開
。
わ
か
り
や
す

く
、
体
全
体
を
動
か
せ
る
上
に
、
座
っ
た
ま

ま
で
も
で
き
る
た
め
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽

し
め
る
体
操
だ
と
好
評
で
す
。
ま
た
、

L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
や
「
み
ず
ま
ろ
」
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
も
作
っ
て
お
り
、

“
町
の
顔
”と
し
て
大
人
気
の「
み
ず
ま
ろ
」。「
～

ま
ろ
」
で
は
な
く
、こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
「
～

ち
ゃ
ろ
」
と
語
尾
に
つ
け
る
話
し
言
葉
で
、

日
々
、
町
の
情
報
や
魅
力
に
つ
い
て
発
信
し

て
い
ま
す
。

2009年2月22日（第1回海部川風流マ
ラソン開催日）生まれ。好奇心旺盛な
海部川の妖精で、永遠の5歳。趣味は
阿波踊り。大きなおなかをフルフル揺
らすことやダンスも得意で、お友だち
と遊ぶことが大好き。

2月29日（＝にんにく）生まれ。年齢・
性別は不詳。おっとりしていて表情が
豊かだが、恥ずかしがり屋でうっかり
さん。甘いものが好物。趣味は土器集
め。特に遠賀川式土器が大好き。焼か
れそうで怖いので火が苦手。

す
けふたりとも2012年4月18日生まれ。特技は

「きほくん」が縄跳び、「きじの助」がダ
ンス（特にきじ踊り）。「きほくん」は町特
産の「きじ肉」が大好物で、毎日食べてい
るからか、お肌がつるっつる。

き
ほ
く
ん
・
き
じ
の
助

き
ほ
く
ん
・
き
じ
の
助

Vol.71

徳
島
県
海か

い

陽よ
う

町ち
ょ
う

福
岡
県
水み

ず

巻ま
き

町ま
ち

愛
媛
県
鬼き

北ほ
く

町ち
ょ
う

次
回
は
、
東
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
海
道
・
東
北
・
関
東
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

鬼
北
町
観
光
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ふ
る
る
ん

ふ
る
る
ん

み
ず
ま
ろ

み
ず
ま
ろ

海
部
川
風
流
マ
ラ
ソ
ン
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

水
巻
町
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

西
ブ
ロ
ッ
ク

vol71.indd   8vol71.indd   8 2021/04/21   10:02:392021/04/21   10:02:39p10 3159_ご当地キャラじまん_vol.71.indd   10p10 3159_ご当地キャラじまん_vol.71.indd   10 2021/05/11   14:03:262021/05/11   14:03:26



第3159号11　2021年（令和 3年） 5月17日

情　報

国  

政  

情  

報

◎
人
口
や
施
設
な
ど
「
地
域
の
未
来
予
測
」

作
成
で
報
告
書

－

総
務
省

　

総
務
省
の
地
域
の
未
来
予
測
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
は
３
月
31
日
、
報
告
を
ま
と
め
た
。
第

32
次
地
方
制
度
調
査
会
答
申
「
2
0
4
0
年
か
ら

逆
算
し
顕
在
化
す
る
課
題
に
対
応
す
る
地
方
行
政

体
制
の
あ
り
方
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
地
域
の
未

来
予
測
」
の
具
体
内
容
を
示
し
た
。
40
年
頃
の
行

政
需
要
や
経
営
資
源
の
長
期
的
変
化
を
客
観
的

デ
ー
タ
を
基
に
推
計
し
、
そ
の
資
源
制
約
の
下
で

何
が
可
能
か
、
ど
の
よ
う
な
未
来
を
実
現
し
た
い

か
な
ど
未
来
予
測
を
「
目
指
す
未
来
像
」
と
位
置

付
け
た
。
そ
の
う
え
で
、将
来
推
計
の
対
象
に「
人

口
構
造
の
変
化
」「
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
」

「
子
育
て
・
教
育
」「
医
療
・
介
護
」「
公
共
交
通
」

な
ど
を
挙
げ
た
。
さ
ら
に
、
各
市
町
村
に
は
同
未

来
予
測
を
基
に
地
域
住
民
と
の
議
論
を
、
国
・
都

道
府
県
に
は
市
町
村
へ
の
補
完
・
支
援
を
求
め
た
。

　

な
お
、
第
32
次
地
制
調
で
は
総
務
省
の
「
自
治

体
戦
略
2
0
4
0
構
想
研
究
会
」
報
告
書
を
基
に

審
議
を
始
め
た
が
、
同
報
告
は
40
年
に
大
幅
な
人

口
減
少
な
ど
全
市
町
村
の
人
口
推
計
を
示
し
て
お

り
、
地
制
調
の
初
総
会
で
は
地
方
六
団
体
委
員
か

ら「
唐
突
感
が
あ
る
」な
ど
の
批
判
が
出
た
ほ
か
、

専
門
小
委
員
会
で
は
荒
木
泰
臣
全
国
町
村
会
長
が

「
地
域
の
未
来
予
測
」
に
つ
い
て
「
使
い
方
次
第
で

は
、
更
な
る
行
財
政
改
革
や
広
域
連
携
に
よ
り
効

率
化
・
集
約
化
・
合
理
化
の
道
具
に
使
わ
れ
る
こ

と
を
懸
念
す
る
」
と
の
危
惧
を
表
明
し
て
い
た
。

◎
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
で「
推
進
大
綱
」

を
決
定

－

政
府

　

政
府
は
4
月
６
日
、「
子
供
・
若
者
育
成
支
援
推

進
大
綱
～
全
て
の
子
供
・
若
者
が
自
ら
の
居
場
所

を
得
て
、
成
長
・
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
～
」

（
第
３
次
）
を
決
定
し
た
。
虐
待
・
貧
困
・
ひ
き
こ

も
り
問
題
の
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
が
困
難
を
抱
え
る

家
庭
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
指
摘
。
新

た
な
支
援
の
基
本
方
針
に
、①
健
康
・
安
全
教
育
、

消
費
者
教
育
の
推
進
と
若
者
の
雇
用
安
定
化
②
孤

立
・
孤
独
対
策
、
自
殺
、
虐
待
、
貧
困
等
へ
の
包

括
的
支
援
③
地
域
と
学
校
の
協
働
な
ど
多
様
な
居

場
所
づ
く
り

－

な
ど
を
掲
げ
た
。

　

一
方
、
厚
生
労
働
省
は
4
月
12
日
、
子
ど
も
が

家
族
等
を
介
護
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
初
の
全

国
実
態
調
査
（
中
学
・
高
校
の
各
2
年
生
）
を
ま

と
め
た
。
世
話
を
し
て
い
る
家
族
が
「
い
る
」
と

の
回
答
が
中
学
生
5
・
7
％
、
高
校
生
4
・
1
％

あ
っ
た
。
世
話
を
し
て
い
る
家
族
は
父
母
が
2
～

３
割
、
祖
父
母
が
１
～
2
割
、
兄
弟
が
4
～
６
割

で
、世
話
の
頻
度
は
「
ほ
ぼ
毎
日
」
が
３
～
６
割
、

１
日
当
た
り
の
世
話
す
る
平
均
時
間
は
「
３
時
間

未
満
」
が
多
い
が
、「
７
時
間
以
上
」
も
１
割
お

り
、「
睡
眠
が
十
分
に
と
れ
な
い
」
も
１
割
い
た
。

し
か
も
、
自
ら
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
の
自
覚
は

2
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
厚
労
省
の
検
討
会
で

は
早
期
発
見
と
把
握
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
つ
な

ぎ
な
ど
が
検
討
課
題
に
挙
が
っ
て
い
る
。

◎
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
で
中
間
報
告

－

総

務
省
消
防
庁

　

総
務
省
消
防
庁
は
4
月
13
日
、
消
防
団
員
が
減

少
す
る
中
、
災
害
の
多
発
・
激
甚
化
で
そ
の
負
担

が
増
え
て
い
る
た
め
、
消
防
団
員
の
報
酬
基
準
を

初
め
て
定
め
各
自
治
体
に
通
知
し
た
。
報
酬
面
か

ら
団
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
の
が
狙
い
。
年

額
報
酬
を
３
万
6
、5
0
0
円
と
し
た
ほ
か
、災
害

時
の
「
出
勤
報
酬
」
を
創
設
し
災
害
時
１
日
当
た

り
8
、0
0
0
円
と
し
た
。
併
せ
て
、報
酬
等
の
団

経
由
か
ら
団
員
本
人
へ
の
直
接
支
給
の
徹
底
も
求

め
た
。
各
市
町
村
に
早
期
の
条
令
改
正
と

2
0
2
2
年
4
月
１
日
か
ら
の
施
行
を
通
知
し
た
。

　

一
方
、
林
野
庁
は
こ
の
ほ
ど
、
豪
雨
災
害
の
今

後
の
治
山
対
策
で
報
告
を
ま
と
め
た
。
今
後
の
気

候
変
動
を
見
据
え
た
森
林
の
土
砂
流
失
防
止
機

能
・
洪
水
緩
和
機
能
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
治

山
対
策
推
進
を
提
言
し
た
。
土
砂
流
出
防
止
対
策

で
は
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
活
用
し
た

危
険
度
の
高
い
山
地
の
抽
出
と
監
視
体
制
の
強
化

の
ほ
か
、
①
タ
イ
プ
の
異
な
る
治
山
ダ
ム
の
配
置

②
渓
流
の
流
木
危
険
木
の
事
前
伐
採
③
土
砂
流
発

生
の
危
険
度
が
高
い
未
整
備
地
区
の
整
備
率
向
上

－

な
ど
を
提
言
。
ま
た
、
洪
水
緩
和
機
能
発
揮
対

策
で
は
、
機
能
低
下
森
林
の
マ
ッ
プ
化
に
よ
り
対

象
箇
所
を
明
確
化
す
る
ほ
か
、
保
水
力
向
上
の
た

め
森
林
整
備
と
簡
易
な
土
木
的
工
法
の
組
合
せ
対

策
な
ど
を
流
域
治
水
の
取
組
と
連
携
し
て
洪
水
被

害
の
防
止
・
軽
減
に
努
め
る
よ
う
求
め
た
。

◎
気
候
サ
ミ
ッ
ト
で
温
室
効
果
ガ
ス
46
％
削

減
を
宣
言

－

菅
義
偉
首
相

　
「
気
候
サ
ミ
ッ
ト
」
が
4
月
22
日
、40
ヵ
国
等
の

首
脳
が
参
加
し
開
催
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
さ
れ
、
菅

義
偉
首
相
が
「
30
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
13
年

度
か
ら
46
％
削
減
を
目
指
す
」「
我
が
国
が
世
界
の

脱
炭
素
化
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
」と
宣
言
。

併
せ
て
、「
国
と
地
方
が
協
力
し
て
30
年
ま
で
に
全

国
各
地
の
１
0
0
以
上
の
地
域
で
脱
炭
素
の
実
現

を
目
指
す
」
と
の
方
針
も
明
ら
か
に
し
た
。

　

一
方
、政
府
の
「
国
・
地
方
脱
炭
素
実
現
会
議
」

は
4
月
20
日
、「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
骨

子
」（
案
）
を
審
議
し
た
。
同
会
議
は
、
暮
ら
し
・

社
会
分
野
で
の
50
年
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
国
・
自
治
体
の
連
携
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
お

り
、
都
道
府
県
・
市
町
村
や
関
連
企
業
か
ら
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
も
行
っ
た
。ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
骨
子
で
は
、

30
年
ま
で
に
脱
炭
素
を
実
現
す
る
先
行
地
域
を

１
0
0
カ
所
以
上
創
出
す
る
と
し
、
そ
の
具
体
策

と
し
て
①
農
山
漁
村
で
は
営
農
型
再
エ
ネ
、木
質
・

家
畜
排
泄
等
バ
イ
オ
マ
ス
、
地
熱
発
電
、
ス
マ
ー

ト
農
林
水
産
業
②
離
島
で
は
洋
上
風
力
・
太
陽
光

等
の
再
エ
ネ
、
水
素
利
用
③
都
市
部
で
は
住
宅
や

公
共
施
設
、
駐
車
場
の
屋
根
置
き
太
陽
光

－

を
挙

げ
る
と
と
も
に
、
廃
棄
物
広
域
処
理
な
ど
近
隣
市

町
村
間
の
連
携
や
再
エ
ネ
が
豊
富
な
地
方
と
都
市

と
の
連
携
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。

◎
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
の
包
括
的
民
間
委
託

で
公
募

－

国
土
交
通
省

　

国
土
交
通
省
は
4
月
23
日
、
イ
ン
フ
ラ
維
持
管

理
の
包
括
的
民
間
委
託
の
導
入
検
討
を
行
う
自
治

体
の
公
募
を
開
始
し
た
と
発
表
し
た
。
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
進
展
や
技
術
職
員
の
減
少
に
対
応
す
る

た
め
、
複
数
の
業
務
や
施
設
を
包
括
的
に
民
間
委

託
す
る
市
町
村
を
支
援
す
る
。
同
メ
リ
ッ
ト
に
、

委
託
業
務
の
件
数
減
少
で
発
注
業
務
の
負
担
軽

減
、
資
材
調
達
等
で
コ
ス
ト
縮
減
が
可
能
な
ど
を

挙
げ
た
。
ま
た
、
同
省
は
３
月
31
日
、
自
治
体
向

け
の
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
へ
の
新
技
術
導
入
の
手

引
き
を
作
成
し
た
。
手
引
き
は
、
①
イ
ン
フ
ラ
維

持
管
理
の
課
題
明
確
化
な
ど
担
当
部
局
内
で
の
事

前
検
討
②
首
長
と
の
調
整
な
ど
導
入
の
意
思
決

定
・
予
算
確
保
の
調
整
③
現
場
試
行
・
本
格
導
入

④
現
場
職
員
へ
の
説
明
会
・
評
価
・
改
善

－

な
ど

各
ス
テ
ッ
プ
ご
と
に
手
順
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
交
省
は
4
月
15
日
、
改
正
土
地
基
本

法
を
受
け
た
「
土
地
基
本
方
針
」
改
定
案
を
国
土

審
議
会
企
画
部
会
に
提
示
し
た
。近
く
決
定
す
る
。

「
流
域
治
水
」
推
進
の
た
め
「
流
域
治
水
関
連
法

案
」
を
踏
ま
え
河
川
に
隣
接
す
る
農
地
や
低
未
利

用
地
を
豪
雨
の
雨
水
貯
留
に
活
用
す
る
土
地
利
用

確
保
な
ど
を
明
記
し
た
ほ
か
、
①
管
理
不
全
の
空

き
地
等
の
実
効
性
あ
る
行
政
的
措
置
を
可
能
と
す

る
仕
組
み
②
相
続
登
記
等
の
申
請
義
務
化
と
公
的

機
関
と
の
情
報
連
携
③
対
面
に
よ
ら
な
い
地
籍
調

査
手
続
き
の
活
用
促
進

－

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

井
田　

正
夫
）

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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「
日
本
の
高
知
の
ほ
ど
よ
い
田
舎
の
村
」

日
高
村
は
、
県
都
高
知
市
よ
り
西
へ
16
㎞

に
位
置
す
る
面
積
44
・
85
㎢
、
人
口
５
、

０
０
０
人
弱
の
小
さ
な
村
で
す
。

都
市
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
、
Ｊ
Ｒ
土
讃
線
が
村
の
中
心

部
を
通
る
交
通
の
便
の
良
い
村
で
す
。
主

な
産
業
は
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
業
で
、

特
産
の
糖
度
7
度
以
上
の
高
糖
度
ト
マ
ト

「
シ
ュ
ガ
ー
ト
マ
ト
」
を
は
じ
め
、
西
日

本
有
数
の
栽
培
面
積
を
誇
る
「
霧
山
茶
」

や
生
姜
な
ど
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

仁
淀
ブ
ル
ー
と
も
い
わ
れ
る
奇
跡
の
清

流
仁
淀
川
の
屋
形
船
や
、
サ
ッ
プ
、
カ

ヌ
ー
、
フ
ッ
ト
パ
ス
、
猿
田
石
灰
洞
で
の

ケ
ー
ビ
ン
グ
な
ど
の
自
然
体
験
観
光
と
村

へ
の
愛
着
や
誇
り
等
を
育
む
ふ
る
さ
と
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

日
高
村
の
歴
史
は
３
０
０
年
を
超
え
る

水
と
の
闘
い
の
歴
史
か
ら
2
つ
の
洪
水
調

整
池
、
樋
門
や
羽
根
（
石
垣
で
築
い
た
護

岸
堤
防
・
水
を
は
ね
る
役
目
）、
２
本
の

放
水
路(

ト
ン
ネ
ル)

等
多
く
の
治
水
施
設

を
有
し
て
い
ま
す
。
現
在
工
事
中
の
延
長

5
・
3
㎞
の
3
本
目
の
日
下
川
新
規
放
水

路
に
つ
い
て
は
国
の
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
指
定
を
受
け
、
今
後
観
光
施
設
と
し

て
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。
村
の
弱
み

を
強
み
に
変
え
て
い
く
取
組
と
し
て
大
き

な
期
待
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

水
害
ゆ
え
に
稲
作
し
か
で
き
な
か
っ
た

村
が
、
国
に
よ
る
日
下
川
放
水
路
建
設
に

よ
っ
て
、
ハ
ウ
ス
園
芸
の
ト
マ
ト
栽
培
に

活
路
を
見
い
だ
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
都
か
ら
意
外
と
近
い
で
す
が
、
村
の
知

名
度
は
非
常
に
低
く
、
そ
ん
な
誰
も
知
ら

な
い
と
こ
ろ
に
移
住
す
る
人
は
い
な
い
わ

け
で
す
か
ら
、「
食
」
に
よ
る
知
名
度
を

上
げ
る
た
め
、
村
特
産
の
高
糖
度
ト
マ
ト

を
活
用
し
た
「
オ
ム
ラ
イ
ス
街
道
」
の
取

組
を
始
め
ま
し
た
。「
ト
マ
ト
」
と
言
え

ば
「
ケ
チ
ャ
ッ
プ
」、「
ケ
チ
ャ
ッ
プ
」
と

言
え
ば
「
オ
ム
ラ
イ
ス
」
と
い
う
こ
と
で
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
を
開
催
し
、
村
内
9

店
舗
で
年
間
6
万
食
を
売
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
大
き
な
痛
手
を
受
け

ま
し
た
が
、
起
死
回
生
を
狙
っ
て
今
年
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

何
も
な
い
村
、
い
い
と
こ
ろ
が
1
つ
も

な
い
村
、
気
が
付
い
て
い
な
か
っ
た
だ
け

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス

に
。
弱
み
を
強
み
に
変
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
大
き
な
活
性
化
の
力
に
な
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
・
過
疎
・
人
口
減
少
な

ど
地
方
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
は
、
日
本

が
歩
ん
で
き
た
歴
史
の
中
か
ら
突
き
付
け

ら
れ
て
い
る
課
題
で
す
。

病
院
や
商
店
や
公
共
交
通
が
な
い
た

め
、
効
率
が
悪
く
、
大
き
な
予
算
を
必
要

と
し
ま
す
。
効
率
が
悪
け
れ
ば
効
率
の
良

い
仕
組
み
を
構
築
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な

い
か
と
か
、
山
か
ら
町
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
病
院
も
買
い
物
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
受

け
ら
れ
る
、
便
利
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

場
所
を
創
れ
ば
い
い
で
は
な
い
か
と
い
う

考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
果
た
し
て
、
そ
れ

で
幸
せ
で
し
ょ
う
か
。
住
民
の
幸
福
度
が

得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
不
便
で
も
長
年

暮
ら
し
た
自
然
の
中
で
田
や
畑
で
コ
メ
や

野
菜
を
作
り
、
山
や
道
を
守
り
、
隣
近
所

と
の
付
き
合
い
を
大
事
に
し
て
い
く
中

に
、
幸
せ
を
感
じ
生
き
て
い
く
こ
と
の
意

味
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
山
や
川
や

海
や
田
畑
を
守
り
過
疎
・
高
齢
・
人
口
減

少
に
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
て
い
る
人
々
の

暮
ら
し
や
生
活
を
守
る
こ
と
が
、
ふ
る
さ

と
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ふ
る
さ
と
は
昔
か
ら
あ
る

原
風
景
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
初
め
て
ふ
る

さ
と
と
呼
べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
地
方
の
再
生
な
く
し
て
日
本
の
再
生

な
し
、
地
方
の
元
気
が
日
本
の
元
気
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
1
次
産

業
再
生
が
カ
ギ
だ
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
は
自
然
だ
け
で
は
な
く
、
そ

こ
に
暮
ら
す
人
々
と
の
か
か
わ
り
の
中
か

ら
生
ま
れ
て
く
る
は
ず
で
す
。

随  想

　戸
と

梶
かじ

　眞
まさ

幸
ゆき

高知県町村会長・日
ひ

高
だか

村長　

ふるさと
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